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【研究論文】

児童養護施設職員 による長期的意味づけから捉える自立支援の展望

高橋菜穂子

1児 童 養護 施 設に おけ る自立支援

児 童養 護 施設 に入所 して い る子 ども(以 下,施 設 児

童)に とって,施 設 を退所 し自立す る ことは,一 般 家庭

の子 どもの よ うに小 さな ステ ップの積 み重 ねか らな る

もの ではな く,急 激 に強い られ る不可抗 力的 な もので

あ る。 しか し,彼 らが,意 欲 的か つ計画 的 に将来 を見

据 え るため には,自 尊感 情 の回復や 他者 へ の信 頼感 の

構築 な ど,さ ま ざまな課題 が あ り(林,2004),短 期 的な

支援 で は達成 で きな い。

その よ うな 状況 の 中で,先 行研 究 では,支 援 体制 の不

足 と,そ れ に よる施設 出身者 の悲惨 な成 り行 き を論 じ

るもの が多 い(Biehal,Clayden,Stein&Wade,1995;Stein,

2006;Dixon,2008)。 しか し,ど の よ うな支援 が施 設

児童 の退所 後 の最 善の 生活 と結 びつ くの か とい う点 は

あま り明 らか に され て いない。 その た め,現 場 で蓄積

され てい る実践 を体 系的 に整理す るこ とや,そ こか ら

新た な支援 展 開に 向けた提 言 を行 うこ とが求 め られ る。

施設 にお ける 自立支援 は,子 どもの入所 期 間中 に,

自立 に必要 な援 助 を行 うリー ビン グケア と,退 所 した

子 どもに対 して行 うフ ォロー ア ップ を指す ア フター ケ

アが定 義的 に 区別 され てい るが,本 来 な ら,リ ー ビン

グケ アか らア フター ケアへ とつ なが る一貫 した援助 が

必要 であ る ことは言 うまで もない。 施設 に置 ける 自立

支援 は,単 に子 どもが施設 を退所す る短 期的 な移行 期

間に焦 点を あて た もの では な く,施 設 に入所 して い る

期 間か ら始 ま り,施 設 を出 た後,退 所者 が真 に心 理 的 ・

社 会的 な安 定 を築 くこ とがで き るまで を見据 えた,長

期 的な想 定 の も とに実践 され る支援 を指 す もので あ る。

しか し,リ ー ビン グケアか らア フター ケアへ とつ な

が る一貫 した 支援 の全体 像 を,長 期 的な視 野 か ら論 じ

た先行 研究 は少 な く,そ れ ぞれ の時期 に応 じた支援 を

分解 した り分類 しなが ら個 別 に論 じる ものが多 い。 そ

の ため,上 記 の よ うな長期 的 な支援 のあ りよ うを,現

場 で蓄積 され てい る実践 か ら体 系的 に整 理 す るこ とや,

そ こか ら新 たな支援 展 開に向 けた提言 を行 うこ とが求

め られ る。

その よ うに考え た時,自 立支援 を担 う職 員の視 点か

ら,リ ー ビングケ アか らアフ ターケ アを貫 く長期 的時

間軸 に根 ざ して実践 の意味 づ け と展望 を明 らか にす る

こ とは,今 後 の 自立 支援 の充実 に向 けて意 義 をもっだ

ろ う。

2本 研究 の アプ ロー チ

本稿 で は,あ る児童養 護施 設職員 が行 っ てい る自立

支援 の実践 を,リ ー ビングケア,ア フター ケア を通 し

た長 期 的 な 時 間軸 に沿 って 検 討 す る。 本 稿 は,高 橋

(2012)で 検 討 した 年長 児童 へ の 自立支援 の 事例研 究 と,

そ こで提 起 され た問題 に着想 を得 てお り,そ こか ら支

援 の充 実 に向け た具体的 提言 を行 うことを 目指す もの

であ る。 そ のた め,本 研 究 では再度 同一 のイ ン タビュ

ー デー タ に立 ち戻 り
,語 りにみ られ る自立支援 への意

味 づ け と展望 を包括 的 に描 き出 し,今 後 の 自立支 援へ

の提 言 を行 った。

1人 の職 員 の語 りを扱 うことにっ いて,本 研究 が実

践 に対 してい か なる貢献 が可能 か,方 法論 的意義 を述

べ たい。 本研 究のテ ーマ であ る児 童養護 施 設 にお け る

自立 支援 は,冒 頭で 述べ た よ うな社会 問題 への 問題 意

識 の 高ま りか ら,そ の解決 に向 けた理念 や理 想論 が先

行 してい る。一 方で,自 立支援 の核 とな る,施 設 での

日々の実践 が,そ の 主体 であ る職 員の視 点 か ら現実 に

そ った形 で と らえ られ た ものは少 ない。1人 の職 員 の

語 りを深 く掘 り下げ る ことは,実 践を,職 員 に とって

リア リテ ィのあ る形 で経 験的 に把握 す るこ とを可能 に

し,彼 らが現 場で生 きてきた長 期 的な時 間軸 に根 ざ し
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なが ら検討 す る こ とが 出来 る。 そ のた め,実 践 への示

唆 が多 く,問 題 解決 にお い て有 効で あ ると考 える。

4方 法

(1)インタ ビュー協 力施設 とイ ンタ ビュー協 力者

今 回イ ン タ ビュー を依頼 した のは,大 舎制 児童養 護

施設B園 であ る。B園 は保 護 定員60名,職 員21名 で,

大舎 制施設3棟 のほ か,地 域小規模 グル ー プホー ム を

設 置 し,よ り家庭 的 な雰 囲気 に近 い支援 を行 って い る。

イ ンタ ビュー協力 者 はD先 生(女性,イ ン タ ビュー 当

時47歳,勤 続 年 数27年)で ある。現 在B園 に併 設 され

た グル ープ ホー ムで,10名 ほ どの子 どもを3名 の職員

で担 当 して い る。 以前筆 者 は,別 の研 究 で1度 イ ンタ

ビュー を行 ってお り,そ の際,長 年 の勤務 経験 か ら,

年長 児童 へ の 自立 支援 の実践 を詳細 に語 って くだ さっ

た。経験 に裏 打 ち され たD先 生 の言葉 は,自 立支 援 を

考 え る上で,筆 者 に とって実 り多い もの であ った。今

回,再 度 そ こで語 られ た事例 の経 過 を聞 くた めイ ンタ

ビュー を依 頼 した。 なお,研 究 目的及 びイ ン タ ビュー

ガイ ドが異 な るた め,1度 目のイ ンタ ビュー デー タは

ここで は分析 対 象 とは しない が,1度 目のイ ンタ ビュ

ーで 得 られ た語 りも本 研 究の知見 に影 響 してい る
。

(2)イ ンタ ビュー手続 き

研 究 目的 に沿 っ てイ ン タ ビュー ガイ ドを作成 した。

質 問項 目は,前 回のイ ンタ ビュー で語 られた年 長児 童

の事例 につ いて の経過 を聞 くもの と,自 立支援 の 実践

全 般 につい て広 くその あ りよ うを聞 くもの(例 えば,退

所 を 見通 して支援 にあた るなかで,ど ういっ た こ とに

一 番難 しさを感 じたか
,な ど)によ って構 成 した。この

ガ イ ドに基づ き200X年9月 に半構 造化 イ ンタ ビュー

を行 った。イ ン タ ビュー の合 計時 間は1時 間55分 で あ

り,イ ン タビュー協 力者 と施設 長の許 可 を得 てICレ コ

ー ダー に内容 を録 音 した
。守 秘義務 に 関 して十 分 に配

慮 し,個 人名 はテ ープ起 こ しの段階 で アル フ ァベ ッ ト

に よ る仮名 表 記 に した。 個人 情報 を含む語 りについ て

は,個 人の特 定 を避 け るた め,語 りの本質 に影 響 しな

い程 度 に改変 した。

(3)分 析 方法

分 析 は,KJ法(川 喜 田,1967)お よび,や ま だ(2003)

に準 じた。 まず,イ ンタ ビュー で得 られた語 りを一文

ず つ区切 り,そ れ を印字 した カー ドをば らば らに並べ

る。互い に親近 感 を感 じるカー ドを1カ 所 にま とめ,2

～3個 ず つカ ー ドか ら成 の下位 グルー プ に編 成 した。

全体 の3分 の2程 度 がま とま った ら,そ れ ぞれ の下位

グル ープ につ いて,そ こにま とめ られ た語 りのエ ッセ

ンスを表す 「一 行見 出 し」 をつ けた。 こ こで重要 な こ

とは,過 度 に抽象化 しす ぎない こと(川 喜 田,1967)で

あ る。 発言者 の 語 ろ うと してい る要 点 のエ ッセ ンスを

で きる だ け柔 らかい 言葉 で書 き留 め てい くこ とにKJ

法の独 自 さが ある。次 にそ の 「見 出 し」 を眺 め,再 び

「似 てい る」 と 「感 じる」 もの をま とめる こ とを繰 り

返 し,最 終的 に4っ の上位 グル ー プに ま とめた。各 グ

ル ー プ は,「 子 ど もの 主体 性 を 引 き出 す 関 係 基盤 」,

「語 りに よる ライ フイ メー ジの転換 」,「持 続可 能 な社

会 資源 と しての足場 作 り」,「施 設外部 との関係 」で あ

る。 最後 に個 々 のグルー プの 図解 化 を行い,そ の意味

連 関 を総 合的 に素描 した。 これ に よ り,実 践 に関す る

い くっ かの視 点 を,ま とま りのあ る意 味の 関係性 と し

て包 括す るこ とが分 析 の狙 い であ る。

5結 果 一職 員の語 りにみ る自立 支援 の長期 的意 味づ

け

図1に,語 りか ら立 ち現 れ たD先 生 の支援 の展 望 を

素描 したKJ法 の図解 を示 した。 図1は,大 き な時間

軸 として,左 か ら右 へ と向かっ てい る。 そ して,上 位

グル ープ1,IIは リー ビングケ アに関わ る実践 で あ り,

上位 グルー プ皿 はア フ ター ケア に関わ る実践 で ある。

そ して,そ の双方 に 上位 グル ー プIVが 影響 を及ぼ して

い る。 上位 グル ープ1,IIは,施 設 に いる間 に行 われ

てい る実践 で あ り,「主体性 を引 き出す 関係 基盤 」,「語

りによる ライ フイ メー ジの転換 」 として,関 係 基盤 を

軸に,語 りを用 いて過 去の整理 や将 来展望 の 生成 が支

え られ てい た。上位 グル ープ 皿は,「 持 続可 能 な社会資

源 と しての 足場作 り」 として,ア フター ケア と,ア フ

ター ケアに 向か うた めの望 ま しい退所 の形 な どにっ い

て述べ られ たグル ー プであ る。 最後 に,上 位 グル ー プ

IVで は,リ ー ビング ケア,ア フ ター ケア の双方 に影響

を与 える施設外 部 との 関係 につ い て,家 族 との 関係 と,

行政 機 関 との連 携 の2つ の視点 か ら述 べ られ た もの で

ある。
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図1D先 生の語りからとらえる自立支援

(1)上位 グルー プ1:子 どもの主体性 を引 き出す 関係基

盤

この グル ー プは,自 立支援 の基礎 とな る,職 員 と子

どもの関係 性 につ いて言及 され た語 りで構 成 されてい

る。村 井(2002)は,自 立支 援 とは,相 手 の主体性 の保

証 を行 うこ とであ る と述べ る。支援 者 と子 どもの間 で

信頼 関係 を築 き,r心 の安 全基地 」を作 る中で,子 ども

が決断す るの を 「待 ち」,そ の決断 を 「尊重」 し,そ し

て相 手が 失敗 を通 して学 び成長 す るこ とを 「見 守 る」

こ とが必 要で あ る とい う。 ここでは,一 方 向的 でパ タ

ーナ リステ ィ ックな支援 で はな く,子 ど もの 主体性 へ

とつな が る信 頼 関係 を築 く必 要 とされ て お り,北 川

(2010)は,そ こには ソー シャル ワー クにお ける支援者

と利用者 の 「協働 性」 が必要 であ る と指 摘す る。D先

生の実 践にお い て も,協 働的 な関係性 を基盤 に子 ども

の主体性 を尊 重 しよ うとす る姿勢 が,現 場の リア リテ

ィを伴 って語 られ た。

①対等 に意 見 を言 い合 え る信 頼関係 へ

D先 生は,子 どもが 自立へ 向か うた めに,ま ず職 員

と子 どもの 間 に信 頼 関係 を築 き,そ の上 で一 緒 に苦 し

い こ とを乗 り越 え 自立へ の具体的 な実践 を積 み重 ね よ

うと展 望 して い る。

D先 生が 築 こ うとす る信頼 関係 とは,D先 生 の思 う

通 りに子 どもが従 って くれ る よ うな関係 で はな く,対

等 な立場 で言 いた い こ とを言 い合 える よ うな 関係性 で

ある。 そ の よ うな 関係 を築 け ていれ ば,意 見 が食 い違

い,ぶ っ か った時 で も,力 す くで職員 が意 見 を通す こ

とや,子 どもが 自分 の意 見 を抑圧 す る ことには な らず,

食 い違 いか ら新 た に関係 を築 いて い くこ とが 出来 る。

D先 生 が この よ うな対等 な関係 の必要性 を述べ る背景

には,指 導 的で一 方向的 な関係 で は,子 どもに職 員 の

気持 ちを伝 え るこ とす ら難 しくな って しま うとい う経

験 が ある。 「『あかん ことは あか ん』 って言 うのが,

や っ ぱ り関係 がで き てい ない の で,や っ ぱ り(子 ども

に)入 らない。言 って るのが ほん まに説教 ば っか りみ た

いな感 じで,『 も ううるさい 』 とか」 と語 る ように,

い く ら職 員 が働 きか けて も子 どもに伝 わ らず,一 方 向

的な説 教 ばか りにな って しま う。 その よ うな関係 性 で

は,職 員 は子 どもの ニーズ に応 じた支援 を展 開 しに く

い。 その 結果,「(職 員 が)焦 って るの が,出 て しま う

んです,ど うして も。言葉 にで た り,態 度 に も 出た り,

で もその子 に した ら,も うそれ が うっ と うしい。 ど う

して も空 回 りして しま う」 とい うよ うに,職 員の思 い

と子 どもの受 け止め 方の間 にギ ャ ップ は,自 立支援 の

展 開にお け る根 本的 な障害 とな る。

そ もそ も,自 立支 援 で は,職 員 が先 々 を見通 して,

子 どもにあ らか じめ さまざまな課 題 を課 して しま うこ
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とが起 こ りが ちで あ る。 しか し,子 どもの側 にそれ に

応 じるモ チベー シ ョンが な けれ ば両者 の食 い違 いは埋

ま らな い。 それ どころ か,子 どもに とって職 員 は 口 う

る さい存在 と して よ りい っそ う関係 を悪化 させ て しま

う。 よって,自 立支援 の過 程で は,子 どもが主体 的 に

将来 に 向けた課 題 を設 定 し,自 ら行動 して い くよ うな

過 程 を重視 す る必要 が ある。そ のた めには,様 々な課

題 を子 どもに押 し付 け るので はな く,「 待つ 」,「 見

守 る」 とい う実 践 も重 要 であ る。 そ して,子 ども と職

員 との間 に指導 的な 関わ りを越 えて対等 に話 し合 え る

関係 を築 き,持 続 的 な協働 へ向 か う必 要が あ る。

② 一 緒に困難 を乗 り越 え る

上記 の よ うな 関係性 築い た うえで,D先 生 は,子 ど

もに とってつ らい事が あ って も,職 員 と一緒 に乗 り越

えて行 こ うとい うメ ッセー ジを発信 す る。離れ て暮 ら

す 家族 への 葛藤や,施 設 での居場所 の な さを抱 えてい

る と して も,目 の前の職 員 と信頼 関係 を築 き,自 立に

向か うた めの道 筋 を一 緒 に展望 しよ うと して い る。D

先 生 はイ ン タ ビュー で繰 り返 し,「 ～緒 にや っ てい こ

うJ,「 一緒 に乗 り越 えて行 こう」 と子 どもに語 りかけ

る様 子 を振 り返 った。「精 神 的な とこ ろで,な にか あっ

た 時 に乗 り越 え られ るって い うのが(必 要)。 や っぱ り

(施設 を)出た ら一 人 なの で。 そ こを乗 り越 え られ る力

って い うのがや っぱ りつ い てほ しい。 少 々の こ とでは

へ こたれ て ほ し くない し,つ らい こ とが あって も乗 り

越 え られる ってい う。 で も人 間は一 人で は生 きてい け

な いの で,誰 か に支 え られ て」 と語 り,あ くま で も子

どもが 自分 で課 題 を乗 り越 える力 をつ け るこ とを重視

しなが らも,子 どもた ちが本 当につ らい こ とが あった

時,そ れ を支 え られ る存在 で あろ うとす る様 子 が うか

が え る。

自立 して い く過程 では,子 どもが 自 ら課 題 を設 定 し,

それ を主体 的 に克服 して い く必要 が ある。そ のた め,

自立 支援計画 の策 定そ の実 践過程 にお いては,子 ども

の意 見 を積極 的 に取 り入 れ ることが必要 であ り,職 員

はそれ を協働 で支 える役 割 を担 うべ きであ る。 そ のた

めに,子 どもが 主体的 に課題 を克服 していけ るだ けの

十 分 な情報提 供 を行い,ア クセス可 能 な社 会資 源 を提

示 す る とい った支援 が必 要 である。

(2)上位 グルー プII:語 りによ るライ フイ メー ジの転換

この グル ー プで は,子 どもが 自分 の過 去 を受 け止 め,

現在 の生 と向 き合い,将 来のイ メー ジを展 望す る とい

う過 程 を,職 員 が語 りを通 して支 え る実践 がみ られた。

児童 養護施 設 にお け る実践 動向 では,客 観 的アセ ス メ

ン トに基 づ く 自立支 援計画 の作成 と実 践 と,社 会 構成

主義 に基づ くナ ラテ ィヴ ・モデル に代表 され る当事者

の語 りを尊 重 した実 践 とい う二っ の方 向性 を見 出す こ

とがで きる(林,2004)。 実 在概念 か ら関係概 念へ と向

か う大 きな認 識論 的転 回 に基づ くナ ラテ ィ ヴ ・モ デル

は,社 会 におい て 自明視 されて きた 「問題 」の実 在そ

の ものを疑 い,福 祉 実践の 目標 を,個 人 の適応 や社 会

の改 良か ら,新 たな言語 と意 味 の創 造へ と転 回す る と

も言 われ る(野 口,2005)。

語 りは,過 去 の体 験 を再構 成す る こ とだ け でな く,

現在 の生や未 来 への展 望 を主体的 に組 み替 え るこ とを

も可能 にす るた め,人 生 を貫 くライ フイ メー ジの語 り

が包括 的 に扱 われ る よ うにな ってい る(や まだ,2000)。

JansenとAndena3s(2011)は,施 設児 童が 生 き生 き とし

た将来 を思 い描 き語 る ことに伴 って,新 た に過 去や 現

在 に対す る意 味づ け が転 換 され,主 体性 が生成 され る

様 子 を報 告 して いる。 この よ うに,人 は語 りに よって

過 去 ・現 在 ・未 来 とい うライ フイ メー ジを循環 的 に絶

えず再構 成 して い くもので あ り,そ の よ うな語 りは,

ネ ガテ ィ ヴな意 味 づ けをポ ジテ ィヴに変 え る力 を発揮

す る。 この よ うな語 りを引 き出す実践 は,児 童養 護 の

支援 にお いて も取 り入れ られて お り,こ こで は,よ り

具体 的 な事例 の 中で,子 どもの語 りを引 き出す 実践 の

あ りよ うが浮 かび上 が った。

③過 去の捉 え直 し

子 どもが主体 的 に将来 と向 き合 うこ とが で きるか ど

うか は,子 どもが生 い立 ちを ど う捉 え,現 在 の 自分の

状況 を どの よ うに受 け止 めてい るのか とい うこ とに影

響 を受 け る。D先 生 は,子 どもが親 を恨 む だけ の駿 階

に と どま り,す べて を親のせ い に して しま う時 には,

主体的 に 自分の人 生 を切 り開 こ うとす る気持 ちが 持て

ず,日 常生活 のす べ てにお いて不安 定 にな って しま う

と語 る。 イ ン タ ビュー では,退 所 まで親 との関係 が修

復 されず,親 へ の否 定 的な気持 ちを持 ち続 けたた め,

就職 等 の具体 的 な話 し合 い が うま くいか なか った とい

う年 長児 童 の事 例 が語 られ た。だか らこそ,D先 生は,
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子 ども達 が 「自分 がなぜ ここ(施 設)に い るのか」 と

い うことを 自分 な りに解釈 し,受 け止 める ことが必要

であ ると強調す る。 過去 の捉 え直 しは,親 との関係や

葛藤 を超 えて,子 どもが 「自分 でが んば って いか なけ

れ ば」とい う気 持 ちへ 向か うことを可能 にす る とD先

生 は考 えてい る。そ して,現 状 を受 け止 め,自 分 で頑

張ってい こ うとい うプ ロセ ス にお いて,職 員 が その子

どもを支 え る とい う関係 が 目指 されて い る。

「LifeStoryWork(Ryan&Walker,2007)」2)の よ うな

体系化 され た プ ログラム を参考 に しな が ら,日 常 的な

実践へ も援 用 し,日 常にお け る何気 な い会話 の 中で も

これ らに配慮 した関 わ りを行 って い く必要 があ る。

④将来 へ とつな が る今

現在 の施設 で の生活 は,将 来の子 どもの生 活 とのっ

なが りにお いて捉 え た とき,こ れ まで と異 な る側 面が

見え て くる ことがあ る。 例 えば,D先 生 は,施 設 での

食 事場 面の子 ども とのや り取 りにつ い て,次 の よ うに

語った。 「今 は きちん と栄養 士 さんが考 えて 作 って く

れて るんや か ら。 ま あ,嫌 いな ものが あって も当た り

前って い うか,し ょ うがな いって思 う。だか ら,(子 ど

もに)『減 ら して あげ るか ら,食 べ られ る分 は食 べ』っ

て。 『で も,こ れ か ら先,一 人で暮 らす よ うにな った

ら,ま あそ こ らへ んは 自分で考 え られ るや ろ』 とか 言

って」 とい うよ うに,い ず れ子 どもが一人 で生活 す る

こ とを見越 して,そ の よ うな状況 を想 定 させ てい る。

た とえ何気 な い食事 の場 面 も,将 来 にっ なが る糧 と し

て受 け入れ るこ とにつな が るかも しれ な い。

さ らに,施 設 を退所 した子 どもた ちが施設 を訪 れ た

際 に,職 員 の 「口 うる さい」指導 の あ りが た さを感 じ

てい て くれ た とい うエ ピソー ドを語 ってい る。 「ここ

を出 た子か らね,『 あの時 は先生 うる さい うるさい っ

て思 った け ど,や っぱ り,よ か ったわ』 み たいな。 今

は笑 って話せ るみ たい なね。 だか ら,や っ ぱ りそ の時

には どれ だ け言 って も無理 なんか な あ とか思 った り,

で も後 でそ うや って,失 敗 したけ ども,後 でわ かっ て,

も う一 回や り直そ うっ て思 える子 もい るので,そ れ は

それ で,い い のか なっ て思 った り。 」 と語 る。 この こ

とか ら,D先 生は,現 在 の子 どもた ち との関 わ りにつ

い て,時 には 口 うる さ く指導す る こ とも,将 来 を見通

した長 期的 な視 点 に立 った ときに必要 で あ る と感 じて

い る。 この よ うに,こ れ まで 関わっ て きた多数 の子 ど

もとのエ ピソー ドや 関係 性が,D先 生の 現在 の実践 へ

の意味 づ けを支 えて い ることが分 か る。

⑤ 前望 的語 りの積 み重 ね

思春 期 の発 達 にお いて,若 者 は 「自分 が何 にな るの

か」 とい う期 待 に よって特徴 づ け られ,ま た社 会的 に

もその よ うな将来 に対す る計 画 を抱 くこ とを期待 され

る。生 き生 き と した将来 展望 は,若 者 に 生 きる活力 を

与 え,「 い ま ・ここ」 の人 生 を豊 か な もの にす る。

JansenとAndenxs(2011)は,若 者 が語 りを通 して将来

を展望す るこ とを 「前望 的語 り(ProspectiveNarrative)」

と呼び,そ れ は現在 や過 去に対 す る認 識 を も新 しい も

の にす る力 を持っ てい る と述べ る。 前望的 語 りは,自

分 が誰 なの か とい う問 いへの理 解 を提 供 し,自 分 が何

にな るのか,ま た どの よ うな可 能性 を持 って いるの か

に つい て照 らし出す た め,思 春 期の発 達 におい て非常

に重 要で あ る。

D先 生 は,こ の よ うな前 望的 語 りを引 き出す実 践 と

して以下 の よ うなエ ピソー ドを語 った。担 当 してい る

中学 生の 女の子 がお たふ く風 に罹 っ た時の 語 りか けの

場面 で ある。 「つい 先 日まで,(女 の子が)お たふ く

風邪 でね,一 週 間寝 込ん でたん です。 その 時 もイ ライ

ラ して,痛 さ と,お なか減 る け ど食 べ られ へんの と,

学校 に行 きた いので,涙 ぼろぼ ろ流 して。 その時 に,

『あんた が将来 お母 さん になっ た ら,言 える よな』 っ

て。 『お母 さん の時 はす っこい痛 か ってん,と か,も

のす ごい腫れ て ん とか,子 どもに ちゃん と言 え るよな』

って話 を した ら,『 そ うや一』 って。 『痛 いか ら,こ

んな んは食べ れへ ん とかわ かるか ら,そ れ が でき る』

って。 『や っぱ り自分 が経験 しな かっ た らわ か らへ ん

こ とって あ るよな』 とか」。 や ま だ(2000)は,物 語 の

機 能 につ いて,「 変 え られ な い過 去 の事実 を納得 させ

る方 法 であ る とともに,自 己の志 向を過去 か ら未 来へ

向 け変 え る時 間軸 の転換 をす る働 きを もつ 」と述 べ る。

ここで は,そ の よ うな将 来の物語 を用 い て,子 どもが

未来 を まな ざす こ とを うなが してい る。 さ らに,現 在

の苦 しみ を転換 す るため には,寄 り添 って くれ る他 者

の存在,意 味 の転換 を導 いて くれ る他者 の語 りか けが

必要 であ るた め,グ ル ー プ1で 語 られ た よ うな信頼 関

係 が重 要 とな る。
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(3)上位 グルー プ皿:持 続可 能 な社 会資 源 と しての 足場

作 り

この グル ー プで は,子 どもが施 設 を退所 した後 も継

続 して 関わって い くた めに,ど の よ うな形 で退所 に 向

か うことが望 ま しいのか,ま た,子 どもが退所 した 後,

職 員 が どの よ うな立場 で子 どもを支 えてい くべ きで あ

るか とい うことにつ いて のD先 生 の見解 か ら構 成 され

てい る。

⑥ 望 ま しい退所 の形

D先 生 は,こ れま での ア フター ケ アの経験 や,退 所

後 の 子 ども と施設 との関 わ りを鑑 み,「 一番 大事 なの

は,卒 業。 高校 卒業」 と繰 り返 し高校 卒業の 重要性 を

強調 し,望 ま しい退所 の あ りか たを 「(高校)卒 業 を,

や っ ぱ りして,こ こ(B園)か ら,や っぱ り 『卒業 お

めで と う』 って言 って,『 これか ら社会 に出 てが んば

って ね』み たい にみん な に言われ て,出 てい く形 を と

って ほ しい」 とい うよ うに語 った。 高校 卒業 と同時 に

施 設 を退所す る子 どもの多 くは,施 設 で開かれ る卒 業

式 を通 して,職 員 や他 の入所 児童 に祝福 され なが ら送

り出 され る。 この社会 的慣習 としての形 式を整 え た送

り出 し方は,子 どもが施 設 を振 り返 る際 に も,肯 定 的

な施設 生活 のイ メー ジを促進 す るため,退 所後 も持続

可 能 な関係 基盤 へ の足場 と して機 能 す る よ うに思われ

る。子 どもが い かに望 ま しい形で高 校生活 を終 え次 な

るステ ップへ と歩 みだせ るか,と い う点 につい て よ り

高 い 関心が払 われ るべ きか も しれ ない。

この よ うな語 りの背景 に は,施 設 児童 の中 には高校

を中退 す るこ とに よっ て,措 置が途 切れ て しま う子 ど

もが一 定数 存 在す るとい う問題 が ある。 イン タ ビュー

で,D先 生は,高 校 中退 に伴 い と施 設 を退所 して しま

っ た ため,そ の後 の支援 関係 を築 く ことが難 しか った

事例 について語 り,そ の経験 か ら,子 どもに とって退

所後 も持続 可 能 な関係 の足場 とは何 か を強 く意識 して

い る よ うであ った。 この よ うな子 ど もへ のセ ー フテ ィ

ネ ッ トを有 効 に機能 させ るため,社 会資源 が連携 し,

一 貫 して子 ども を守 りバ ックア ップ して い くとい う体

制 が必 要であ る。 この ため には,ケ ース ワー クを専 門

にす る職員 の配 置や,自 立支援 を担 う専 門職 員 の配置

に よ って,こ の よ うな子 どもへの持続 的 で体 系 的な支

援 を可能 にす る こ とが必 要で ある。

⑦ こち らか らは踏み 込 まな いが,帰 って こ られ る場 と

して

D先 生 は,子 どもが施設 を退所 した後の支 援 につい

て,「 私 は出 た子 を,こ こか ら出て,ど うして るか な

ってい うのは気 にな るけ ど,あ えて 自分か らは絶 対連

絡 しない って思 ってて。 だか ら,こ こにな るべ く長 く

い て,こ こに帰 って きて,『 が んば って るよ』み たい

な。 『な っか しい な』 ってい うのを言 え るってい うの

が,私 の考 え」 と語 る。 その背景 には,「 気 に な る子

っ てい うのはた くさんい るけ ど,や っぱ り,こ っちか

ら言 って いい もんや ろ うか,ど うなんや ろ うって い う

こ とろは,迷 う」 とい うため らい,「 出てか らの こと

って,そ の子そ の子 の人生 ってい うか,生 活 が あるの

で,私 か らは踏 み込 まない 」 と,そ れ ぞれ の 子 ど もの

生活 を尊重 した い とい う思 いが ある。 しか し,子 ども

に とって,施 設 がい つで も帰 って こ られ る場 所 と して

あ り続 け るた めに,D先 生が で きるだ け長 くB園 に と

どま り,受 け入れ られ る存在 で あろ うと展 望 してい る。

村井(2002)は,退 所者 が,こ れ ま での人 間 関係や 生活

環境 か ら離 れ,新 しい課題 にチ ャ レンジ しよ うとす る

とき,失 敗 した り,不 安 にな るこ とが あって も無条件

に 自分 を受 け入れ て くれ る場所 を必 要 とす る と述べ る。

退所者 の 自立 を支 え るた めには,退 所 者 が新 しい生活

環境 の中で居 場所 の獲 得す る ことを支 える と ともに,

帰っ て くるこ とがで きる場所 として,い わば 自分 を受

け入れ て くれ る 「ふ る さと」 の よ うな場 として施 設 を

機 能 させ て い くこ とも重要 であ る。

(4)上位 グル ー プ1V:施 設外 部 との 関係

このグル ープ は,リ ー ビングケ ア,ア フター ケ アの

双方 に影 響 を及 ぼ し続 け る,施 設外部 との関係性 につ

いて の語 りか ら構成 され てい る。 ここで は施 設 外部 と

して,子 どもの血縁 家族 や,子 どもの支援 を 司る行政

機 関 な どが挙 げ られ て い る。

⑧ 子 どもな りのや り方 で親 とつなが る

離れ て暮 らす 家族 の存在 は,時 に大 きく子 ど もを翻

弄す る。 施 設児 童 の 中には,親 との 関係 の悪 さが,B

園での い ら立 ちや葛 藤 とつな がって い る子や,親 へ と

期待 を寄 せ る もの の,何 度 も裏切 られ 傷つ く子 どもも

少 な くない と語 られ た。家族ア イデ ンテ ィテ ィの質は,

過去 の 出来事 の再構 成 し,前 望 的 な語 りを紡 い で行 こ
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うとす るプ ロセ スに も影 響す る。

さらに,施 設 を退 所 した後,家 族 が子 どもに とって

頼れ る存在 となれ るか ど うか も,子 どもの 自立に大 き

く関わ るた め,家 族 関係 の修復 とい う視点 は 自立支援

において も非 常 に重 要 とな る と語 られ た。 家族 再統合

への配慮 に 向けた援 助 は,国 や 自治体 の責務 と して も

位 置付 け られ,子 どものみ を保護 し養 育す る とい う支

援 か ら,子 ども とそ の家族 に焦点 を あてた 支援へ の転

換 が求め られ てい る。 ここでの家 族再 統合 は,狭 義 に

「家庭 外措 置 に あ る子 どもが そ の家 族 に復 帰す る こ

と」 のみ を 目指 すの では な く,「 同居,別 居 を問 わず,

不全状 態 に陥 ってい た家族機 能が 再生 され,家 族 各構

成員 間 の 緊密 で安 定 的 な情 緒 関係 が構 築 され る こ と

(才村,2005)」 を 目指 すべ き であ る。筆者 は これ までの

研究 におい て,た とえ親 子分 離措置 に あって も,親 の

存在 は子 ど もへ 重大 な影 響 を及ぼす た め,家 族 間 の情

緒関係 の修復 が児 童養護 施設 の支援 にお いて必 要 とさ

れてい る こ とを指 摘 して きた(高橋 ・や まだ,2012)。 結

果的 に家庭復 帰 が叶 うか否 か とい うことよ りも,あ く

まで も子 どもが施 設生活 を送 るなか で,肯 定 的な家族

のイ メージ を持つ ことがで きるか どうか が大事 で あ り,

子 どもや 家族 の もつ家族 アイ デンテ ィテ ィに配慮 し,

家族 との関 わ りを重視す る必要 が ある。

⑨他 の社会 資源 との連携

行 政機 関 との関 わ りは一 貫 して子 どもの 自立 に影響

し,入 所 中の 自立 支援 計画 の策定 か ら,退 所 後 のバ ッ

クア ップ の枢 軸 と しての役割 を担 う。 そ の反 面,行 政

か らの支援 が途 切れ て しま うこ ともあ り得 る。例 えば,

イ ンタ ビュー では,高 校 を退 学 し,家 族 関係 も改 善 さ

れ ないま まに施 設 を退 所 した少女 の事例 が語 られ た。

この事 例で は,行 政や 施設 が協力 し,継 続的 な支援 を

行 ってい く ことが望 まれ るに もか かわ らず,結 局行 政

か らの支 援 が途 切 れ て しま った とい う経 緯 が あ る。

「(児 童相 談所 か ら婦 人相談 所に相 談 に行 く よ う勧 め

られ たが)で も婦 人相 談所 に した ら,ま だ児 童 なの で,

児童相 談所 が見れ ばい いやん ってい うよ うな形 に な る

のか なっ て。児 相(児 童相 談所)の 言 い分 は,本 人が 申

し立て なか った ら,相 談 と して扱 わ れな いっ て。だ か

ら,児 相 の ほ うか ら(婦 人相 談所 へ)も ってい って も,

成 り立 たない って い う」 と言 うよ うに,高 校 を中退 し

て社 会 に出た 子 ど もにつ いて,児 童相 談所 と婦 人相談

所 とい う2っ の管 轄 のは ざまで支援 か ら こぼれ落 ちて

しま うとい う事態 が起 こって しまったそ うであ る。 こ

の よ うな事 態 を防 ぐため には,行 政 と施設 が,「 子 ど も

のた めに」 とい う共通認 識 を持 ち,時 に は役割 分担 を

しなが ら協働 してい く ことが必 要 であ ろ う。

6ま とめ一 自立 支援 の充実 に 向けて

D先 生 の語 りか ら長期 的な実 践へ の意 味づ けを辿 る

中で,自 立支 援 におい ては,子 どもが 自立 に向か うた

めに,そ れ を支 える支援者 との関係性 を どの よ うに築

い てい くの かが重要 とな るこ とが 明 らか にな った。「簡

単 に 自立 って言 うんや け ど,や っ ぱ り出 てか ら支 えて

くれ る人 とか,そ うい う人がい ない なかで,一 人 で 出

て いって しま うっ てい うの と,や っぱ り誰 かが いる と

か,自 分 に は この人 がい るんや って い うよ うな気持 ち

が あって とか,そ うい うのって全 然違 うと思 うし。 だ

か ら,そ うい う,『 あ あ,こ の 人がい て くれ るんや 』

っ て思 って くれ る よ うな 関係 を作 れ るよ うに って思 っ

た り。 困 った時 には,で きる こ とはや る よって」 とい

う語 りに表 れ てい る よ うに,子 どもが退 所後 に も,困

難 にぶつ かっ た時,助 け を求め る ことがで き る存在 と

して継続 的に子 どもを支 える こ とが,D先 生 の考 える

自立支援 であ る。 支援者 との関係 に根 ざ しなが ら,い

つ で も他 者 を頼 り,帰 って こ られ る場所 と して施設 を

機 能 させ る こと,さ らに多様 な社会 資源 に アクセス で

き るだけの道 筋 を子 ども達 に実 践的 に身 に着 け させ る

こ とな どが,今 後必 要 にな って くるので はな いだ ろ う

か。

最 後 に,本 稿 で 示 され たD先 生 の 自立支 援 につ いて

の語 りか ら,子 どもの 自立へ の足場作 りの鍵 とな る実

践 をま とめた い。第1に,対 等性 に基 づ く関係 の構 築

で あ る。 その ことが,パ ターナ リステ ィックで一方 向

的 な支援 か ら,子 どもの 主体性 に基づ く協働 へ の転 換

を促 す。 第2に,ラ イ フイメー ジの転換 を促 す語 りを

引 き出す ことであ る。 子 どもの過 去の 出来事 への再構

成 は,子 どもが現在 の生 を受 け入 れ るため に不可欠 で

あ る。 ま た,将 来につ い て も,荘 漠 と した将 来展望 が

生 き生 き とした もの に転換す るこ とは,現 在 の課題 へ

の主体性 を高 める。職 員が積極 的 に子 どもの語 りを聞

き,時 に様 々な イメー ジ を喚起 させ な が らよ り肯定 的

な ライ フイ メー ジを抱 かせ る ことが必要 で ある。 第3
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に,望 ま しい形 での退所 の実 現で ある。退 所後 に,子

どもが施 設 を振 り返 る とき,子 ども 自身 が望 ま しい 形

で送 り出 され た か ど うかは,施 設 のイ メージ に多大 に

影 響 し,施 設 を頼 ろ うとい う気 持 ちを もて るか ど うか

を左 右 す る。 そ のため,過 度 な心配 や期待 よ りは,子

どもの力を信 じ祝福 を もっ て送 りだす こ とが持続 的 な

関係 基盤 の重 要 な足場 とな る。 第4に,他 の社 会資源

との連携 で ある。そ のた め,家 族 関係,行 政 との関係,

あるい は本稿 で は示 され な かった が,学 校 との連携 も

欠 かせ ない。

施 設児童 に とって,依 存 か ら自立 への移行 は,一 般

家 庭 の子 ども と違 い,短 い スパ ンで行われ,ま た支援

の 乏 しい孤独 な ものに な るこ とが多 い。 その ため,急

激 な社 会的移 行 におい て 自 らの主体性 を発揮 できた か

ど うかが,退 所後 の生活 に大 き く影 響す るだ ろ う。 子

ど も達 が,不 可抗 力的 に押 し付け られ る制度 や,世 間

的 な価値観 の 中 で,流 され て しま うので はな く,主 体

的 に 自分の将 来 をつかみ とろ うとす る姿勢 を もて るか

ど うかが,自 立支援 の課 題 とな るだ ろ う。
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